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昔も今も世の中には葛藤や紛争が絶えないでいます。いろいろな理由が考えられるでしょうが、いろいろな意味で持っている者、ある者の方がそれを自慢に、また誇りに思い、見下してしまうことによって、そうでない人々はそれに対して憎しみや恨みなどを持ち、それがぶつかり合うということが理由ではないでしょうか。そのようにある者、ない者、上の者、下の者などが、比較意識を持つということが根底にあると思います。そういう意味での誇り、自慢というものは、相手には負担となり、また傷を負わせるようなものになります。そのような誇り、自慢というのは、正しいものなのでしょうか。望ましいものなのでしょうか。

今回、世界レムナント大会に参加して、神様からの恵み、メッセージ、ビジョンをいただいて戻ってまいりました。毎年、参加人数が増えて、今年は当日登録だけでも1300人以上になり、参加人数は1万5千人ぐらいになったようです。そこで私はこういうことを思いました。ここに参加している1万5千人のひとりひとりが、本当に心から「私はこれからイエス・キリストだけを誇りにします。イエス・キリストの他のすべてはちりあくたと思い、そのような姿勢、態度で生きていきます」という本当の告白を持って、それぞれの現場に戻ったとすればどうなるのだろうと思いました。もちろん、そこに参加していた1万5千人だけではありません。今同じ信仰告白をしている仲間が、世界中に30万人以上いらっしゃいます。そのような人々がみな身分も違い、知識の程度、経済力もそれぞれ違うでしょうが、みな同じく「私はもうイエス・キリストだけを誇りに、イエス・キリストだけを自慢しながら、残りの生涯を生きていく。その他はちりあくたのように思う」と告白できるとならば、多分、すごい神様のみわざが現れるのではないかと勝手に1万5千人の会衆を見ながら考えたことがあります。
人々は何を自慢にして、誇りにして、今を生きているのでしょうか。また、その誇りのために何を手に入れようとして頑張っていらっしゃるのでしょうか。それは裏返しますと、人々は何を恥ずかしく思い、また、何にさいなまれて生きているのでしょうか。同じお話ではないでしょうか。その要望がぶつかり合うことによって紛争があり、葛藤が生じるようになるということです。今も昔も同じです。これは国が違って民族が違っていても、大体みなこれを誇りに思うような内容ではないかと思いますが、自分の出身、背景などがどうなのかによって、そういう方向に走るのではないでしょうか。特に私たちがよく知っているユダヤ人というのは、自分たちがユダヤ人として生まれたということが誇りなのです。言葉を変えると、ユダヤ人出ない者は無視するしかありません。そのような誇りを持っていました。また、ヒトラーの時には、ゲルマンの民族が世界で最高の者だと洗脳することによって、それが世界大戦につながるようになりました。「私はドイツの人、ゲルマンの人とし生まれたということが誇りに自慢に思って生きていくようになりました」。あるいは、すばらしい家系を背景にしているということが自慢、あるいは誇りに思う場合があります。韓国の人は自分が韓国人だということに誇りを持つ場合があるし、日本人は日本人だからといって。もちろん、私が韓国の人だということを恥ずかしく思ってはいけないでしょうが、本当にそれが自慢であり誇りなのでしょうか。それならば、韓国の人でない者を見ると、少し、見下して見るようになるのではないでしょうか。そうすると、またそこに葛藤が生じ、紛争が絶えなくなってしまうわけです。皆さんは何を誇りに、何を本当に自慢にして、また自慢したいのでしょうか。その問いかけを持って、メッセージを聞いていただきたいと願います。
逆にある人は「なぜ私はアメリカに生まれなくて日本人として生まれたのか」と否定的に考えてしまう人もいます。それがそういう理由になるものなのでしょうか。しかし、実際はそういったことが自慢や誇りの根拠、理由になっているのがこの世です。有名な政治家の家系で生まれ、サラブレッドとして2世の政治家になったり、先祖、上の世代の光を背負って生きていくということに誇りを持つ。「私の家系は3代4代ずっと政治家、国会議員の家系です」。これは履歴に入るし、自慢できるものではないでしょうか。またこの世においては、学歴が誇りの一つの理由であり、根拠にもなります。どこまで学歴があるのか。あるいはどこの大学の出身なのか。大体今まで私はテレビなどで見ていて、東大出身の人がその自分の知識、自分の学歴、自分の学校の背景に対して、誇りに思っていない人をほとんど見たことがありません。言葉ではそのように言わない場合もありますが、みなそれが誇りなのです。もちろん、他の人より一生懸命、勉強したでしょう。だから、東大出身でないものを見たときには、少し見下して見るようになるでしょう。自慢して誇って何が問題なのかと。大体が、誇れるほど、他の人が寝ている間に、私は一生懸命、勉強したのだというニュアンスなのです。世の中ではそのようなことを誇りに思います。だから、自分の子ども、家族の誰かが、あるいは自分とつながりのある人、関わりのある人が東大に入った、京都大に入った、ハーバードに入ったとなると、それが一生の間、自慢、誇りになるでしょう。皆さんはどうでしょうか。皆さんの子どもが高校しか出ていない。恥ずかしくて、恥ずかしくて、何も言えない。隣の人の息子はもう海外に留学に行って博士の学位を取ってきたとなると、恥ずかしくて何も話すことがない。その恥ずかしさというものは、それに対する妬みに必ず変わります。

また、世の中では、才能ある者が自慢できるし、それが誇りの理由になります。それに比べて、才能がまったくない者は、いつも隅っこで嘆くしかないような考え方、価値観を持って生きています。また、この世の中では、世的に人間的に成功の座についている者、社会的な地位が高いところにいるということが誇りであり、自慢です。それは今悪いことを言っているわけではありません。ただいろいろな意味で必要なことであり、便利かもしれません。でも、これから、クリスチャンである私たちが吟味して考えなければいけないのですが、本当にそれが人生において誇れるものなのか、自慢できるものなのかどうかは吟味しなければいけません。なぜかと言いますと、それによって次がまったく違うからです。特にある人は、ものすごく厳しいところから自分の努力によって、誰かの助けがあるからではなく、自分一人で一生懸命、頑張って成功をつかみ取った場合には、余計にそれに対する自慢と誇りがあります。「私は誰にも助けてもらうことがなかった。私は自分の力で、こぶしひとつでここまで頑張って、ここまで上りつめたのだ」というような誇りがあり、そういう人と結婚した場合には、話を聞いてみるとものすごく厳しいようです。とにかく、そのようなことが誇りであり自慢なのです。
そして、この世においては、外見がどうなのかによって、誰がどのように基準を決めたのか分かりませんが、ハンサムな人、美人な人、きれいな人、そうでない人がいるのがこの世です。それによって、それが自慢であり、誇りであり、それを自慢し誇りたいから、そうでない人々は整形をしてまでそちらの世界に入りたいと頑張るところがこの世ではないでしょうか。身長が低い人よりは高い人の方が何となくそれを自慢したりします。スーツを買いに行きますと、たまにズボンのすそをそのままにする場合と、男性の場合は二重にする場合があります。それで、私が二重にしたいと言った時に「少し布が足りないですよ」と言われる場合があります。足が結構、長いな。足が短い人を見たときに、ちょっと自慢したくなります。ただ正直に、私が大人になるまで、足が長いことが自慢になるという概念も分かっていませんでした。周りからそう言われたので、最近、測るときに「ちょっと足りないでしょう」と思ったり…。人間はそういうものなのです。社会で、世の中で、そのように作り上げているわけです。大体、外見によって自慢、誇りを持っていたり、反対にそうでない者は劣等感を持つようになったりというところです。

それから、健康な人は、そうでない病気の人、体の弱い人々を見たときに、彼らはそれをまた自慢に思うわけです。体の不自由な人、あるいは病気、病弱な人を見ると、「かわいそうだな」という目で見るようになるしかないでしょう。だから、体の弱い人は自分が動けないときに、自分は自由に動いて、いろいろなことができるから自慢できるものだと思っているかもしれません。そういった内容を並べようとすると、今日一日中、お話ししても足りないと思います。もうひとつ加えて申し上げると、倫理的に道徳的にあまりはみ出すことなくきちんと生きていくこと、良い行いに徹していること、ルールをきちんと守っていくこと、それが自慢であり誇りに思う場合があります。聖書的に申し上げると、律法に徹底的な人は、それを自慢に誇りに思って、そうでなくて乱れている者、倫理的な目で見たときに、ある基準にまったく達することができない人々を見たときに見下すようになるしかありません。「私はあまり人に悪いこと、迷惑かけたこともないし、ルールもきっちりと守って今まで生きてきたつもりだ」ということが、なんとなく自分の心、気持ちの中で誇りや自慢になる場合があります。世の中ではそういったことが自慢と誇りの理由になり、そういった意味で誇りたい、自慢の人生を生きたいという人は必死になって頑張ります。しかし、実際にそうならない場合には、恥ずかしく思ってそれにさいなまれるようなことが渦巻いているところがこの世ではないでしょうか。冒頭で申し上げましたように、そういうことが葛藤と紛争を生み出すようになるのです。民族と民族の間でもそうだし、ひとりひとり個人と個人との人間関係においても同じことはないでしょうか。

しかし、今日私たちは、聖書を通してはっきりと釘を刺さなければいけないのは、それにもかかわらず、神様はどんな人間、どんな人生をも誇らせない方です。それを覚えていてください。今日の聖書にこのように書いてあります。29節を見ると「これは、神の御前でだれをも誇らせないためです」とあります。つまり、神様はこのように人間がいろいろな理由で、人間的、肉体的な様々な面においての理由のゆえに、それを自慢に誇りに思うことをよろしく思っていらっしゃりません。神様はそのようなことを望まれません。逆に神様は、そのようなことをあまり良く思っていないという意味があります。それが誰をも誇らせないためという意味です。なぜでしょうか。今申し上げました内容は、今でも、特にクリスチャンの中でも残念ながら当たり前に誇りの理由、自慢の根拠になっているものなのです。しかし、今日、吟味していただきたいのは、聖書を見ると神様はそういうことで誇りになることは止めなさい。そういうことは人間の自慢や誇りの内容になるものではないとおっしゃっています。なぜ神様は知識のない者より、学歴のある者がそれを自慢に思うとすると、それに対して神様はブレーキをかけるのか。悪ふざけをしている人間より、良い行いをしてルールをきちんと守って、マナーを正しく人に迷惑をかけない者が、私のこの生き方を自慢に、誇りに思うとするときに、神様はそれをNOとブレーキをかける方なのです。なぜなのかということを正しくキャッチしなければいけないでしょう。そうでないと、私たちもせっかくクリスチャンなのに、世の中の人と同じ方向で同じ自慢を持って、神様がよろしく思っていない方向に走るしかないでしょう。そこに神様のみわざは期待できません。神様は今そのように思っていらっしゃいます。他の人より努力し、節約し、我慢しながら、成功の座につきました。それならば、その成功の座、社会的な高い地位などは、誇れるものではないでしょうか。よその子どもが高校しか出ていないのに、うちの子どもは一生懸命、頑張ってハーバードに入った。それは親として誇りに思い、自慢に思って当然ではないでしょうか。世の中ではそれが当たり前です。しかし、聖書を見ると、そのような理由で自慢しようと、それを誇ろうとしているところに、神様はブレーキをかけます。誇らせないために。誇ってはいけない。それは誇りではない。自慢ではないとおっしゃっているのです。その理由が何なのかということを覚えていないといけません。そして、何が誇りの基準なのか、誇りのポイントを全部、変えないといけません。なぜでしょうか。

それは、人が抱えている問題を本当の意味で解決することができないものばかりだからです。世の中の人は、人の本当の問題、人が抱えているまことの問題が何かをだれ一人として知っている者がいません。だから、そういうことで背比べをして、どちらが上、どちらが下、だから、上の者が誇り自慢、下の者は恥ずかしく思うような流れになっていますが、神様がご覧になったときにはどんぐりの背比べです。皆同じです。どういう意味で同じなのでしょうか。成功した者と失敗してアップアップしている者と何が一緒なのでしょうか。勘違いしないでください。努力などいらないという意味ではありません。しかし、人の本当の問題を解決することに対しては、みな同じく不可能なのです。まるで大きな岩があって、小さなウズラの卵と鶏の卵は大きさは違うでしょうが、壁が大きな岩である場合は、ウズラの卵をぶつけても、鶏の卵をぶつけても岩が動かないということは一緒なのです。まったく解決になりません。それなのにウズラの卵が「なぜ私はこんなに小さいのか」。鶏の卵が「私の卵が大きいでしょう。色もつやがあるでしょう」と自慢できるのかとおっしゃっているのです。そういうことです。だから、このお話は、神様の恵みによって、クリスチャンになっている私たちにしか理解できない者です。人の本当の問題の解決、言葉を変えますと、人間の根本的な変化には、何の役にも立ちません。どちらにしてもそれをまた別の言葉で申し上げると、人間のまことの幸せを得ることには、どちらでも同じく役に立ちません。そういう意味で、それが誇りになれるのかと、神様はおっしゃっているのです。誇らせないために。もしそれを誇りに自慢に思うとすれば、本当の幸せ、本当の人間の問題の解決からはどんどん遠ざかっていくようになるでしょう。だから、私たちのことを本当に愛しておられる神様は、そういった世の中にあるもので、それを自慢に誇りに思うような愚かなことは止めなさいと、そういう意味でそうではないということを示すために、わざと神様は世の中の基準で見たときには弱い者、恥ずかしい者、愚かな者を召されたのです。それは愚かな者だから良い、弱いものだから良いということではありません。人間が持っているもの、人が自慢して誇りに思って手に入れようとしているどんなすごいものでも、人の問題の解決にはこれっぽっちも役に立たないものだ。希望などはまったくないということを神様は示したいのです。それが神様の愛です。
だれをも誇らせないためにというのは、神様ご自身がこの人の問題を解決し、人を根本的に変えることができる唯一の方なのですが、神様が根本からその問題を解決することにしました。世の中の人々が、誇りに思い、自慢に思うようなことでは、針一本でも入れないような問題を神様が解決することにしました。その問題の解決がキリストです。キリストの他には問題の解決、根本的な変化、人のまことの幸せをもたらすことができるものは、一切存在しません。だから、先ほども申し上げましたように、なぜすべての誇りと自慢を砕いて誇らせないようにされるかというと、このキリストだけに希望を託しなさい。このキリストだけに希望を見なさい。キリストの他には希望がないということを示したいのです。その結果、このキリストを信じなさい。そこにのみ希望があります。だから、今までの私たちの人生を振り返って、人間的に比較したときには恥ずかしくなるしかない、ときには絶望するしかないというようなことが、恥ずかしいことも、絶望することでもありません。その反対に、偉いこと、優れたことがたったからといって、それで優越感を持つようなことでもありません。どちらでも同じです。逆に病気があるから、学歴が低かったので、出身と背景がぐちゃぐちゃだったので、道徳的にきちんとした道を歩けないで、乱れた道を歩いたことによって人生に希望がないということが示され、キリストを見上げ、キリストを信じることになったのであれば、それが自慢ではないでしょうか。つまり、人生、人間の誇りと自慢に基準、ポイントは、キリストです。キリスト以外には誇りも自慢も何もありません。これが分かったものは、キリストの他をすべてはちりあくたと思うようになります。それが真実です。神様は私たちをこの本当に希望の方に引っ張ってくるために、私たちが考えたときには恥ずかしいこと、劣等感を持つようなこと、傷だらけになるしかないことを許されました。だから、外見、現状を見たときには、そういう人間ばかりが教会に集まっているかのように見えます。それはそうではありません。そのように貧しい人が救われやすいというような意味ではありません。人間が持っているものは、どんなにすごいもの、どんなに正しい行動をし、どんなに優れた技術があったとしても、人の本当の希望とは全く無縁なのだという神様からのサインです。だから、逆に言うと、そういったことによって高慢になったり、あるいは劣等感を持ったりというような葛藤はもう終わりにしないといけません。そういうことは一切いらないものです。神様がどんな人間をも誇らせないためにとおっしゃったのは、そのキリストだけ、イエスがそのキリストだということを信じてもらうためです。つまり、皆さん、イエス様をキリストだと信じることはどういう意味なのかというと、今まで希望にし自慢し誇りに思っていた、あるいは、そういうことのために目標として目指していたすべての誇り、自慢を全部捨てることがイエスを信じることなのです。それなのに、クリスチャンの方々が、いまだに余計なもので自慢したり、余計なことで劣等感を覚えたり、その連続です。早くその鎖から抜け出さないといけません。キリストだけが誇りです。イエスがそのキリストだと信じるというのは、今まで間違いでした。今まで自分の才能を自慢にし、今までは自分の良い子の息子が自慢であって、今までは自分の家系が自慢であって、自分の社会的な地位が自慢であって、自分の専門知識やその技能が問題だったのですが、自分の善良な良心的な行い、自分の礼儀正しいマナー、態度などをなんとなくどこから自慢、誇りとして思っていたのですが悔い改めます。それを全部捨てます。キリストだけが私の誇りで、キリストだけが私の自慢です。それがイエス様を信じますということなのです。高慢も失望することも、優越感も劣等感などもありません。
最後にまとめると、このようにまとめられるでしょう。キリストだけを誇りに生きる人、これからもキリストだけを誇るという人が、世の中において最も正直に人生を生きるものです。他に誇れるようなものがあるのでしょうか。牧師の中でも、教会が少し大きくなったことを誇る人がいます。それは誇れるような、自慢できるようなものなのでしょうか。逆にそうでないと、縮まるような内容なのでしょうか。神様の恵みによってそうなったので、ただただ恥ずかしい思いで、謙虚な思いで感謝するだけであって、自慢の内容ではありません。キリストだけです。うまくいったときにもキリスト、そうでないときにもキリストを誇ることが、私たちの仕事です。パウロは言いました。キリストだけを誇りにして、すべてをちりあくたと思うと。キリストだけを誇りにして、他のすべてを自慢と誇りのところから捨てますと生きている者は、最も正直に人生を生きる者、最も人間的な人です。何位が人間的な人でしょうか。皆さん、本当に人生はどんなものなのかを正しく分かったとすれば、自分のもの、自分の何かを誇れるのでしょうか。パウロはものすごい伝道のわざ、パウロのハンカチを触っただけでも不治の病がいやされたり、ときには死んだものも生き返らせる奇跡も現れ多くの弟子が起こされ、多くの人が救われるようになりました。けれども、一個も自慢する場面がありません。このようになったのはすべて神の恵みだ。本来私は、8か月半ぐらいで生まれた足りない者なのに、神の恵みによって、だから、キリストしか誇る者はありません。倒れることがありません。ちょっとした何かがあればすぐに自慢に走ろうとすると、その次に必ずやられてしまいます。だから、これから皆さん、ぜひ覚えていてください。優越感も劣等感もありません。何にびびっているのでしょうか。そういうことはありません。人生は何なのか。原罪のことが分かって、どうすることもできない人の問題が本当に分かっていれば、何を自慢して、何が誇れるのでしょうか。それはおかしくないでしょうか。答えがあり、神様から目に見える祝福があったときには、ただ謙虚に感謝があるだけであって自慢と誇りにつながるものではありません。勘違いしないでください。
　それから、そういう意味で、キリストだけを誇りに生きる人が、一番正しく生きる人であり、一番美しい人生であり、一番自由に生きる人です。キリストだけを誇る人は。皆さんが、弱さを抱えている場合もあります。その弱さは恥ずかしいことではありません。それによってキリストが輝くようになるように、また、キリストを誇る材料にすればよいのではないでしょうか。すべての誇りのポイントはキリストです。そこに固定しないといけません。皆さんが他の人より人間的に上の立場となった。だからといって高慢になるような理由がどこにあるのでしょうか。そこでもキリストをお証しして、これからその祝福を持って多くの人にキリストを誇るために許されているものだけであって、自分を自慢し自分を誇れるようなものは一切存在しません。そして、それが本当の意味で自由です。楽です。精神的になぜ追いつめられるのでしょうか。最終的にはサタンの働きなのですが、比較意識によって、人が私を無視する。無視するというのは、あの人が偉いと思っているからでしょう。私より。その人が自慢や誇りを持っているからでしょう。だから、実は誰かに無視されたときに、無視される理由がありません。無視するあの人の方が間違っています。人を無視するような自慢や誇りは人間の方には存在しません。無視される私がおかしいわけです。もちろん、私の方にいろいろな欠点があり、指摘されるようなことがあれば、それを修正して行けばよいのです。こんなに弱い者のために、だから、キリストが十字架で死なれて、だから、今もキリストが私の義であり、私のきよめであり、私の希望なのだと、キリストを誇りにするチャンスではないでしょうか。皆さんの弱さは。特に、韓国の人もそうでしょうが、日本人の場合に、周りを意識しすぎて、それが文化になっているので、周りが私をどう見ているか、それが行きすぎますと「私を無視するでしょう。私が嫌いでしょう」になってしまうのです。それは本当の真理から、私を遠ざけてサタンがだましていることです。それでその人を追い詰めるのです。誇りと自慢のポイントがずれているからなのです。こんな人間もあんな人間も、私はだめだ、あの人は偉いと思っていても、それは自分勝手な思いであって、神様がご覧になったときには、どんぐりの背比べで皆同じです。だれかが自慢して、だれかがそれに圧倒されるようなことはありません。それはサタンが作り上げた作品であって、これからクリスチャンの私たちは、人生が何なのか分かったので、何一つ誇れるようなものは、自慢できるようなものはわたしには存在しません。もしいいことがあれば、神の恵みであって、キリストを崇めるための材料にすぎないものであって、何か下に落ちたときには、それを通してキリストをより豊かに現すための材料に過ぎないものです。キリストだけを誇りの自慢のポイントにして、他は全部ちりあくたの方にしてください。
　まとめます。本当に誇り、自慢をキリスト一方に固定しましょう。他は自慢や誇り、劣等感、恥ずかしさに左右されるようなものとして持っていてはいけません。キリストだけです。ある人は年を取っているから恥ずかしい。若い人は自慢できる。それがなぜ自慢なのでしょうか。若さが創世記3章の問題を解決できるのでしょうか。ハーバード大学の学歴が、サタンのしわざに勝てるのでしょうか。だから、誇らないようにと神様はおっしゃっているのです。それにもし誇りを持っているのであれば、もうキリストからそむいていることでしょうということです。もっと正確に言うと、自分の家系や自分の行いに誇りを持っているというのは、キリストを否定するつもりなのか。正確に申し上げると、もうすでにサタンにやられているのだねという話です。だから、誇らせないために。神様は、私たちのことを愛していらっしゃるから、誇りと自慢のポイントをキリスト一方に固定しましょう。たまにテレビを見ると、田舎から東京に出てきた者は「うわあ。東京だね。田舎者だから恥ずかしいな」と言います。それが普通です。東京、都会の人間は、創世記3章に、悪魔のしわざに勝てるのでしょうか。だから、都会に住んでいるから誇りに思うというのはおかしいと神様はおっしゃっているのです。ペラペラしゃべれる人。言葉がたどたどしく、日本人なのに外国の人よりしゃべれない人もいるのです。ペラペラ滑らかにしゃべるからといってサタンが逃げるのでしょうか。だから、そのようなことを誇りに思うなとおっしゃっているのです。キリストだけに誇りのポイントを固定して、優越感、劣等感から自由になってください。

それから、残りの生涯、いのちをかけてキリストだけを誇ると私は決心しましょう。自分の中でも、自分の人生の中においても、また他人を見たときにも、キリストだけを。何かのサプリメントを誇るのではなく、キリストだけを誇ることにしましょう。自分の息子がああだ、こうだということを誇るのではなく、キリストを誇る。その人に必要なのは、息子がハーバード大学に入ったことではなく、キリストが必要なのです。私の家庭はこうだという誇りではなく、こんな罪人を許してくださり、また神の子どもに新しく作り変えられたキリストだけを誇ることを決心してください。そうすると、気持ちがだいぶすっきりして、シンプルになると思います。そして、もう一度繰り返しますが、それが一番人間的な生き方なのです。一番美しい人であり、正しく生きることであり、正直に生きることです。そうではないでしょうか。そのような祝福の主人公であることを確信し、またそうなることを祈りたいと思います。
(祈り)

　愛する天の父なる神様。ありがとうございます。劣等感、優越感、様々な者から自由になり、キリストだけを誇りとして固定することができるように兄弟姉妹を祝福してください。余計な者に捕らわれずに、神経が捕らわれないで、本当にキリストを誇ることだけに集中することができるように。それでイエスの証人として挑戦し、残りの生涯を歩けるように、ひとりひとりを導いてください。今も心や感情に残っている様々な感情的なものを主が片づけて、キリストだけに釘を刺すことができるように導いてください。イエス・キリストの御名によってお祈りいたします。アーメン。
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